
【かぜの治療】

かぜによる症状を緩和する目的で、以下

のような薬を用います（対症療法）。

高熱が続く時は、バッファリンやロキソ

ニンなどの解熱鎮痛剤で熱を下げます。頭

痛や筋肉痛、関節痛などの痛みを緩和する

作用もあります。しかし、この薬は噛息を

起こすことがあるので注意が必要です。

鼻水ゃくしやみにはポララミンなどの抗

ヒスタミン薬が使われますが、眠気がある

ため車の運転などは注意しましょう。

咳がひどい時は、体力を消耗し睡眠の妨

げになるのでメジコンなどの鎮咳剤なども

使います。

かぜの症状として下痢が強い場合は下痢

止めが使われます。

抗生物質は病気の原因となる細菌を殺す

薬ですが、ほとんどのかぜの原因であるウ

イルスには全く効果がありません。

しかし。細菌感染が疑われた場合や、合

併している場合、基礎疾患により肺炎など

を起こしやすい場合には予防的に使用され

ます。

かぜは「万病の元」と言われる様に、こ

じらせると様々な病気を引き起こしますの

で、高齢者の方、種々の慢性疾患をお持ち

の方、寝たきりの方などは特に注意をしま

しょう。

（薬剤師白木喜孝）

【かぜにビタミンC】

みかんの美味しい季節になりました。昔

から「みかんをたくさん食べるとかぜをひ

かない」とよく言われます。

みかんには、柑橘類や野菜に含まれるビ

タミンAやビタミンCが豊富です。ビタミン

Aは粘液を増やしてウイルスの進入口である

鼻やのどの粘膜の表面をきれいにしてくれ

る働きがあります。またビタミンCには免疫

を維持する働きがあり、かぜのウイルスを

撃退してくれる力を持っています。

レバーやたら・小松菜・人参などにもビ

タミンAは多く含まれます。これは脂溶性

で油脂に溶けますので、牛乳などの乳化し

た油脂と一緒に摂ると吸収率が高くなり、

より効果があがります。ビタミンCはいちご

や柿にも多く含まれますが、この季節なに

かとお酒を飲む機会のある方には二日酔い

の予防効果もあるのでみかんを是非どうぞ。

またビタミンCは排遣されやすく、こわれや

すいビタミンですので新鮮な野菜を毎日摂

ることをお勧めします。

この冬はビタミンA、ビタミンCをしっか

り摂って、かぜに負けない抵抗力を作りま

しょう。

（管理栄養士南郷有住里）
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かぜ・気管支炎・肺炎の予防について

かぜ、の治漆

かぜにビタミンC

くす（樟）は常緑の広葉樹で、熊本城内に多く見ら
れます。種々の精油成分を含み、良い香りがします。
樟脳をはじめ色々な薬用成分が抽出されるなど有用な
薬用樹でもあります。また、くすし（薬師）とは、医
師のことを指し、くすしぶみ（薬師書）は医術に関す
る書物のことを言います。本紙はこのくすにあやかり、
健康な生活を送るために情報を提供します。
気楽に読んで健康を守りましょう。



診療時間 8:30～17: 00 
（診療受付時間 s:30～11:00) 
ただし、急患はいつでも受診できます。

（診療科目）総合医療センター（総合診療科、血

液・腰原病内科、内分泌・代謝内科、腎臓内科、

神経内科、呼吸器科）、心臓血管センター（循環器科

、心臓血管外科）、消化器病tンター（消化器科）、
救命救急センター、精神科、神経科、小児科、外科、

小児外科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿

器科、産婦人科、感覚器センター（眼科、耳鼻咽喉

科）、気管食道科、 リハビリテーション科、放射線科、

麻酔科、歯科・口腔外科、人間ドサ、脳ドック

診療の特色：呼吸器内科

外来診療の担当医は、

月・水・木曜：島田、

火曜：高橋、金曜：北里、

です。

冬は呼吸器の感染症

が増加します。当科で

は呼吸器感染症の対策

として、肺炎予防のための肺炎球菌ワクチン

の接種、気管支晴息発作防止のためのステロ

イド吸入の徹底、慢性呼吸不全の急性増悪の

早期診断と治療、 1月から流行するインフルエ

ンザの迅速な診断と治療などを行い、呼吸器

感染症の重症化防止に努めています。

【かぜ・気管支炎・肺炎の予防について】

私たちは粉塵や雑菌を含む空気を呼吸して

いるため、呼吸器の感染の機会は多く、かぜ

は誰もが年3～4回かかると言われています。

かぜと急性気管支炎の原因のほとんどはウ

イルスです。ウイルスを吸い込んでも気管支

炎になるのは 7割程度で、すべての人が発病

するわけではありません。発病は、吸い込む

ウイルスの量、抵抗力の低下、慢性の呼吸器

疾患の有無に左右されます。従ってかぜや気

管支炎の予防としては、規則的な生活を心が

け、バランスのよい食事と十分な睡眠をとり、

飲酒と喫煙の節制に務めて抵抗力を落とさな

いようにします。また慢性の呼吸器疾患の人

はかぜの時は直ちに受診し、肺炎に進行しな

いように早めに抗生物質を服用します。

かぜは、咳ゃくしゃみをした時に吐き出さ

れるウイルスを周囲にいる人が吸い込んだり、

ウイルスの付いた手で口や鼻を触ることで起

こります。従ってかぜの流行時には、マスク、

うがい、手洗いをして吸い込むウイルスの量

を減らすよう心がけます。

かぜのウイルスは気温10℃以下で、湿度

の低い季節に繁殖力を増し流行するので、感

染予防として冬は部屋を適度に暖かくし、加

湿することが大切です。

気管支炎にかかった場合には安静と水分の

補給に努めます。発熱は、ウイルスに対する

防衛反応なので体に有利であり、安易に解熱

剤を使用すべきでないとされています。

ウイルスによる気管支炎の約半数では、引

き続き細菌による感染を引き起こしてきます。

細菌による気管支炎が起こると、咳とと

もに黄色のきたない疲が出るようになり、

抗生物質の投与が必要です。この時期の

治療が不十分だと、感染がさらに気管支

の奥へと進行し、高熱、咳、疲、倦怠感

などの症状のある肺炎を引き起こします。

高齢者の肺炎は、口内の雑菌を肺に吸

い込むために起こり、睡眠中の咳反射の

低下が原因です。従って高齢者の肺炎予

防は、食後は歯を磨き口腔内を清潔に保ち、

寝る前にイソジンでうがいを励行します。

肺炎をおこす重要な菌は肺炎球菌です。

その予防として肺炎球菌ワクチンがあり

ます。呼吸不全のある患者さんにはこの

ワクチンが必須で、 5年に一度の接種で

よく、これにより肺炎での入院や重症化

が予防できます。

インフルエンザ予防の第一は予防接種

です。インフルエンザの診断は喉や鼻か

らのぬぐい液を調べることですぐに結果

が出ます。またインフルエンザの治療と

しては抗インフルエンザ薬があり、発症

48時間以内に投与すれば症状を軽くする

ことができます。しかし普通のかぜのウ

イルスに効く予防接種や抗ウイルス薬は

現在のところありません。

（内科医長 島田 達也）
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